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生
ま
れ
変
わ
る
木
道
 

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
雄
国
沼
湿
原
 

前
田
工
繊
株
式
会
社
 

は
じ
め
に
 

雄
国
沼
は
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
に
位
 

置
す
る
湿
原
で
、
湖
面
の
標
高
一
、
〇
 

九
〇
m

の
位
置
に
あ
り
、
約
五
〇
万
年
 

前
の
猫
魔
ケ
岳
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
 

誕
生
し
た
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
。
ニ
ッ
 

コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
大
群
落
が
有
名
で
 
「雄 

国
沼
湿
原
植
物
群
落
」
と
し
て
国
の
天
 

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
湿
原
 

一
面
に
黄
色
の
絨
毯
が
広
が
る
六
月
下
 

旬
ー
七
月
上
旬
に
は
、
多
く
の
カ
メ
ラ
 

マ
ン
や
ハ
イ
カ
ー
が
感
動
風
景
を
求
め
 

て
訪
れ
、
湿
原
に
設
置
さ
れ
た
木
道
を
 

散
策
す
る
。
 

木
道
は
当
初
設
置
後
、
二
度
の
改
修
 

（
入
替
）
が
実
施
さ
れ
現
在
に
至
る
。
 

し
か
し
、
豪
雪
地
区
か
つ
軟
弱
地
盤
と
 

い
う
過
酷
な
現
地
環
境
の
た
め
木
道
が
 

景
観
マ
テ
リ
ア
ル
推
進
部
 
伊

藤

順

也

 

沈
下
し
、
床
板
の
傾
き
、
段
差
発
生
な
 

ど
利
用
上
の
支
障
が
生
じ
て
い
る
。
そ
 

の
た
め
、
木
道
の
改
修
工
事
が
実
施
さ
 

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

工
事
概
要
 

（
湿
原
木
道
 

雄
国
沼
）
 

二
〇
二
二
年
度
か
ら
二
〇
二
四
年
度
 

の
三
カ
年
の
計
画
で
改
修
工
事
が
行
わ
 

れ
る
。
二
〇
二
二
年
度
は
一
年
目
と
な
 

る。 既
設
木
道
は
沈
下
が
発
生
し
床
板
に
 

段
差
、
傾
き
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
 

よ
り
、
次
の
点
が
主
眼
と
な
り
工
法
選
 

定
、
材
料
選
定
が
行
わ
れ
た
。
 

①
老
朽
化
し
た
木
道
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

②
施
設
の
長
寿
命
化
 

⑧
木
道
の
沈
下
対
策
 

④
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
 

⑤
工
期
縮
減
（
冬
季
施
工
不
可
）
 

⑥
ヘ
リ
運
搬
を
想
定
し
部
材
の
軽
量
化
 

一
凄
舞
s
基
礎
酬
 

既
設
木
道
の
沈
下
は
豪
雪
地
区
（
積
 

雪
深
三
m

）
か
つ
、
湿
原
で
あ
り
地
盤
 

が
非
常
に
軟
弱
で
あ
る
こ
と
に
原
因
が
 

あ
る
。
対
策
と
し
て
c
~
L
E
s
s
基
 

礎
工
法
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
工
法
は
、
 

公
園
の
デ
ッ
キ
・
木
道
・
展
望
台
等
を
 

対
象
と
し
た
鋼
製
の
簡
易
基
礎
工
法
で
 

あ
り
、
次
の
点
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
 

m
多
方
向
に
打
ち
込
ん
だ
鋼
管
が
大
き
 

な
支
持
力
を
確
保
す
る
 

②
人
力
施
工
が
可
能
（
重
機
不
要
）
 

⑧
基
礎
は
一
四
聴
と
軽
量
 

④
地
盤
の
掘
削
が
不
要
で
環
境
負
荷
が
 

小
さ
い
 

,？ッフ 

C-LESS基礎工法の概要図 

ノレ ト 
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、
 

織
御
静
 

鋼管材を支えるガイドプレート 

一
一
．
構
造
材
（
支
柱
、
桁
 

長
寿
命
化
、
軽
量
化
、
現
場
加
工
性
 

等
が
判
断
基
準
と
な
り
、
ア
ル
ミ
合
金
 

が
採
用
さ
れ
た
。
本
材
料
は
、
鋼
材
の
 

三
分
の
ー
と
軽
量
で
、
現
地
加
工
性
良
 

好
、
優
れ
た
耐
久
性
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
 

三
．
床
板
 

従
来
の
床
板
は
杉
材
で
あ
っ
た
が
、
 

長
寿
命
化
を
考
慮
し
合
成
木
材
が
採
用
 

さ
れ
た
。
当
社
製
品
k
a
n
k
y
o

- 

W
O
o
d

～
は
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
品
で
 

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
に
該
当
 

し
、
c
o
2
削
減
に
配
慮
し
て
い
る
。
 

四
．
設
計
時
の
留
意
点
 

‘
I
 

積
雪
三
m
、
凍
結
深
さ
七
〇
m
 

雄
国
沼
は
、
冬
季
の
積
雪
三
m

か
つ
 

凍
結
深
度
七
〇
m

を
想
定
。
設
計
時
の
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負
担
荷
重
は
こ
れ
ら
を
加
味
し
、
c
ー 

L
E
s
s
基
礎
の
鋼
管
長
～
三
・
四
m

、 

鋼
管
本
数
～
六
本
と
し
た
。
 

五
．
施
工
状
況
 

①
ヘ
リ
に
よ
る
資
材
運
搬
 

叫一 

②
資
材
置
場
、
工
事
用
通
路
（
足
場
式
 

と
し
環
境
負
荷
を
低
減
）
 

ニニー、 
",1 ・ ， ． ・ 

佐鵬 
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トー 
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③
c
~
L
E
s
s
基
礎
の
設
置
（
人
力
）
 

⑤
完
成
（
床
板
設
置
）
 

覇
 

ーズ 

ぐ
 

' ：、（て、g 

．ン‘‘海マ‘ 

・》 

④
構
造
材
の
組
み
立
て
（
ア
ル
ミ
合
金
）
 

if-
事警了 ”惑k‘熱一：こ讐 

'
 

、

一

 

麟
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繰
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議蛾 覆
 

一
 

・
 

‘一‘，い‘ 

麟 
遭
 

r
叱
 

一
 
八
 

、A
『、」『 

お
わ
り
に
 

当
社
は
土
木
資
材
、
建
設
資
材
メ
ー
 

カ
ー
で
、
数
多
く
の
製
品
を
製
造
し
て
 

お
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
 

の
実
現
、
3
0
b
y
3
0

の
実
現
を
意
識
し
 

モ
ノ
づ
く
り
を
行
う
使
命
が
あ
る
。
 

c
~
L
E
s
s
基
礎
工
法
を
用
い
た
 

木
道
設
置
は
、
構
造
・
施
工
方
法
を
極
 

限
ま
で
簡
略
化
し
、
環
境
負
荷
の
低
減
 

と
施
設
の
長
寿
命
化
を
両
立
し
た
工
法
 

で
、
そ
の
一
環
と
な
る
。
 

今
後
も
引
き
続
き
カ
ー
ボ
ン
ニ
ユ
ー
 

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
、
3
0
b
y
3
0

の
実
 

現
を
使
命
と
し
、
引
き
続
き
、
「
災
害
 

に
強
い
国
土
づ
く
り
」
「
災
害
に
強
い
 

国
立
公
園
づ
く
り
」
を
目
指
す
所
存
で
 

あ
る
。
 

ふ

、

・

 

、d 

/v

、 

き 

、

、

・

・

J

 

伊
藤
 
順
也
●
い
と
う
 
じ
ゅ
ん
や
 

前
田
工
繊
株
式
会
社
 
景
観
マ
テ
リ
ア
ル
推
 

進
部
長
。
現
在
、
長
寿
命
化
対
応
素
材
・
工
 

法
の
事
業
企
画
、
運
営
を
担
当
。
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